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議  案  審  議

南
部
中
学
校
校
舎
耐

震
改
修
工
事
の
内
容
と

工
事
日
程
は
。

工
事
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
管
理
特
別
教

室
棟
の
耐
震
補
強
工
事
、
そ
れ

QA

地
震
津
波
対
策

子
供
た
ち
を
、
地
震

や
津
波
か
ら
守
る
た
め

に
、
旧
町
・
旧
村
の
小
中
学
校

の
統
合
を
考
え
、
高
い
所
へ
建

て
る
べ
き
と
思
う
が
。

学
校
統
合
と
い
う
大

き
な
問
題
は
あ
る
が
、

新
し
い
工
夫
を
求
め
た
り
、
意

見
を
聞
い
た
り
し
て
い
る
間
に

も
、
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
、
子
供
の
学
ぶ
環
境
を
地

震
か
ら
守
る
環
境
づ
く
り
と
、

国
が
示
し
て
い
る
基
準
の
範
囲

内
で
大
丈
夫
だ
と
い
う
耐
震
補

強
を
行
っ
て
か
ら
、
学
校
統
合

を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

QA

校
舎
耐
震
工
事

南
海
・
東
南
海
地
震

で
発
生
す
る
津
波
に
よ

り
、
庁
舎
に
被
害
が
あ
っ
た
場

合
は
、
災
害
対
策
本
部
を
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
そ

こ
か
ら
町
内
全
域
へ
放
送
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
無
線
装
置
は
ど
こ
に
設

置
す
る
の
か
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
３
階
に
設
置
を
考
え

て
い
ま
す
。

詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
は
ま
だ

で
す
が
、
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を

必
要
と
し
な
い
無
線
装
置
で
す

の
で
、
研
修
室
な
ど
の
部
屋
に

設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

QA

平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
は
、

５
月
23
日
に
開
か
れ
、
31
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。
専
決
処
分
の

承
認
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
他
２

件
が
あ
り
、
議
案
に
つ
い
て
は
、

南
部
中
学
校
校
舎
耐
震
改
修
工

事
請
負
契
約
の
締
結
の
他
７
件

を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な

も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

と
校
舎
棟
の
改
修
工
事
で
す
。

工
期
は
、
平
成
23
年
６
月
１

日
よ
り
、
同
年
11
月
30
日
ま
で

で
す
。

南
部
中
学
校
・
上
南

部
中
学
校
の
耐
震
改
修

工
事
の
工
程
に
つ
い
て
。

工
事
工
程
に
つ
い
て

は
、
町
や
業
者
に
、
学

校
関
係
者
も
入
っ
て
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

南
海
・
東
南
海
地
震

で
津
波
が
起
き
た
場
合
、

今
の
校
舎
の
場
所
で
安
全
な
の

か
。

ま
ず
、
子
供
の
安
全

対
策
が
第
一
だ
と
思
い

QAQA

ま
す
。
今
は
国
の
採
択
基
準
、

震
度
６
を
想
定
し
た
指
針
で
行

っ
て
い
ま
す
。

外
階
段
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
耐
震
補
強
に

な
る
と
思
う
が
。

外
階
段
に
よ
っ
て
、

外
部
か
ら
の
侵
入
が
で

き
る
た
め
、
他
市
町
で
も
少
な

い
で
す
。

な
お
、
外
階
段
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

QA

工事が始まった南部中学校

防災無線室（生涯学習センター）
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海
抜
表
示
板

枚
数
100
枚
と
い
う
限

定
の
な
か
で
、
表
示
板

枚
数
の
配
分
は
。

自
主
防
災
連
絡
協
議

会
を
通
じ
て
、
各
区
長

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
必
要

な
箇
所
と
枚
数
を
申
請
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

申
請
が
集
ま
っ
た
な
か
で
、

設
置
場
所
の
重
要
度
を
決
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

QA

町
道
埴
田
堺
線
の

工
事

町
道
埴
田
堺
線
の
残

り
工
区
数
に
つ
い
て
。

平
成
23
年
度
で
、
今

の
工
事
が
終
わ
る
と
５

工
区
の
工
事
が
終
わ
り
、
残
り

は
２
工
区
と
い
う
こ
と
で
す
。

QA

火
葬
場

中
学
校
公
共

下
水
道
へ
の

接
続

南
部
中

学
校
の
公

共
下
水
道
へ
の
つ

な
ぎ
込
み
に
、
工

事
費
１
，
６
６
０

万
円
も
要
す
る
の

か
。

工
事
に

は
、
屋
外

配
水
管
の
つ
な
ぎ

込
み
、
数
基
の
中

継
ポ
ン
プ
槽
の
設

置
、
既
設
排
水
管

の
撤
去
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

QA

県
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
金
回
収
管
理
組
合

規
約
変
更
で
、
議
員

定
数
が
増
と
な
っ
た
理

由
は
。

ま
た
、
現
在
の
管
理
者
と
副

管
理
者
は
。組

合
市
町
が
８
市
町

あ
り
、
今
回
は
、
全
市

町
の
首
長
が
議
員
と
し
、
管
理

者
や
副
管
理
者
を
除
く
市
町
の

首
長
が
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

管
理
者
は
御
坊
市
長
、
副
管

理
者
は
湯
浅
町
長
で
す
。

組
合
議
会
議
長
は
広
川
町
長
、

副
議
長
は
新
宮
市
長
、
監
査
委

員
が
、
み
な
べ
町
長
で
す
。

議
員
は
、
和
歌
山
市
長
・
上

富
田
町
長
・
串

本
町
長
の
３
名

と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

QA

埴
田
の
薬
師
寺
近
く

の
法
面
と
、
あ
と
残
り

は
ど
こ
か
。
ま
た
、
改
修
工
事

Q

昭
和
45
年
に
で
き
た

施
設
な
の
で
、
新
し
い

施
設
を
建
て
る
構
想
は
あ
る
の

か
。

色
々
調
査
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
改
修
の
み

で
、
当
面
は
、
新
し
く
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

QA

町道埴田堺線

は
い
つ
頃
に
終
わ
る
の
か
。

埴
田
の
鹿
島
台
の
ち

び
っ
子
広
場
下
側
の
周

辺
と
、
堺
地
区
と
埴
田
地
区
の

境
界
部
分
で
す
。

計
画
で
は
、
平
成
25
年
度
で

法
面
処
理
す
べ
て
を
終
わ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
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一
般
質
問
一
般
質
問
は
5
月
26
日
に
5
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。（
質
問
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
）

田中昭彦 議員

南部湾の津波対策は

今
回
の
東
日
本
大

震
災
の
被
害
状
況
を

見
て
、
当
町
が
毎
年
行
っ
て
い

る
防
災
訓
練
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

大
震
災
が
起
き
る
と
、
多
大

な
人
的
・
物
的
被
害
が
予
想
さ

れ
る
な
か
、
訓
練
に
よ
り
、
ど

れ
だ
け
減
災
で
き
る
の
か
、
ま

た
被
災
を
避
け
得
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
か
ら

で
す
。

質
問

9月実施の全町一斉防災訓練の
内容を見直ししては

例
え
ば
、
今
回
、
釜
石
市
の

全
14
の
小
・
中
学
校
生
が
、
当

日
欠
席
し
て
い
た
生
徒
を
除
い

て
、
ほ
ぼ
100
％
助
か
っ
た
と
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
群
馬
大
学
の
教
授

が
釜
石
市
の
教
育
委
員
会
の
要

請
で
、
８
年
前
か
ら
津
波
に
対

し
て
は
、
小
学
生
と
共
に
自
分

で
判
断
し
、
高
台
へ
の
避
難
す

る
訓
練
を
、
年
に
数
回
行
っ
た

結
果
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
あ
の
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
で
は
、
最
悪
の
状
態

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
、
年

間
に
180
日
も
行
っ
て
お
り
、
今

回
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
行

っ
た
結
果
、
お
客
に
満
足
し
て

も
ら
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

地
震
は
い
つ
起
き
る
か
も
わ

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
四
季
・
天

候
・
昼
夜
な
ど
あ
ら
ゆ
る
状
況

を
想
定
し
て
、
年
に
何
回
か
訓

練
を
実
施
し
て
み
る
べ
き
だ
と

思
い
お
聞
き
し
ま
す
。

昨
年
10
月
に
発
足

し
た
、
自
主
防
災
会

連
絡
協
議
会
を
中
心
に
、
和
歌

山
大
学
の
教
授
の
指
導
の
も
と
、

モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
た
バ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
に
は
協
議
会
総

会
を
開
き
、
防
災
訓
練
の
打
ち

合
わ
せ
を
し
ま
す
が
、
今
年
の

防
災
訓
練
は
今
ま
で
の
防
災
訓

練
で
は
な
く
、
高
台
へ
の
避
難

訓
練
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
海
抜
５
ｍ
・
10

ｍ
・
20
ｍ
と
色
分
け
し
た
５
，

０
０
０
分
の
１
の
バ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
的
な
も
の
を
作
成
し
、
各

地
区
の
避
難
場
所
を
想
定
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
８
月
ま
で
に
、
各

地
区
の
自
主
防
災
会
か
ら
訓
練

内
容
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
、

自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
と
事

務
局
で
調
整
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

各
学
校
や
保
育
所
・
幼
稚
園

は
、
ず
っ
と
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

方
に
も
四
季
を
通
じ
て
、
色
々

な
状
況
を
想
定
し
た
訓
練
の
実

施
が
で
き
な
い
か
を
、
検
討
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長

●
今
年
か
ら
の
新
学
習

指
導
要
領
に
よ
り
、

授
業
に
新
聞
の
活
用

を
取
り
入
れ
ら
れ
た

が
、そ
の
現
状
は
。

●
駅
前
駐
車
場
の
利
用

状
況
を
調
査
し
て

み
て
は
。

を
質
問
し
ま
し
た

他
の
質
問

他
の
質
問
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避
難
場
所
の

再
検
討
と
地
区
割
り
を

避
難
場
所
の

再
検
討
と
地
区
割
り
を

合
同
訓
練
と
車
イ
ス
の
配
備

合
同
訓
練
と
車
イ
ス
の
配
備

震災から子供を守る震災から子供を守る

下村　勤 議員

東日本大震災の
　　　　　教訓から

紀
伊
半
島
沖
か
ら

遠
州
灘
に
か
け
て
の

海
域
で
周
期
的
に
発
生
す
る
海

溝
型
地
震
の
規
模
は
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
8.0
前
後
に
達
す
る
巨

大
地
震
で
、
約
100
年
か
ら
150
年

周
期
で
発
生
し
て
い
る
東
南
海

地
震
や
、
四
国
沖
で
発
生
す
る

南
海
地
震
、
浜
名
湖
沖
か
ら
駿

河
湾
に
か
け
て
起
こ
る
東
海
地

震
な
ど
、
連
動
型
地
震
と
な
っ

た
ケ
ー
ス
が
過
去
に
複
数
回
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
３
つ
の
地
震
が
、
一
度

に
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議

で
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
今
日
、

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
を
今
一
度
、
真
剣
に
考
え

て
、
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

避
難
場
所
の
見
直
し
や
避
難

先
の
地
区
割
り
、
避
難
経
路
な

ど
山
間
部
も
含
め
て
、
再
検
討

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
内
の
避
難
場
所

の
再
検
討
な
ら
び
に
、

避
難
先
の
地
区
割
り
に
つ
い
て

は
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。７

月
中
に
２
回
目
の
協
議
会

総
会
を
開
催
し
、
８
月

上
旬
ま
で
に
各
地
区
か

ら
の
自
主
防
災
会
よ
り

報
告
を
受
け
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
地
区

に
よ
り
避
難
場
所
が
集

中
す
る
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
の
地
区

と
自
主
防
災
連
絡
協
議

会
、
そ
こ
に
役
場
も
入

り
、
調
整
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

７
月
に
は
、
区
長
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、
防
災
訓
練
の
方

法
や
避
難
場
所
な
ど
に

つ
い
て
の
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

質
問

町
長

南
部
幼
稚
園
・
南

部
小
・
中
学
校
の
避

難
訓
練
は
、
３
者
に
よ
る
合
同

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

岩
手
県
釜
石
市
内
の
全
小
・

中
学
校
の
計
14
校
の
児
童
と
生

徒
約
３
，
０
０
０
人
の
避
難
率

が
100
％
に
近
く
、
中
学
生
が
小

学
校
低
学
年
の
児
童
の
手
を
引

い
て
、
避
難
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
す
べ
て
が

健
常
者
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
車
イ
ス
を
各
学
校
の
玄

関
ホ
ー
ル
に
配
備
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
お
聞
き
し
た
い
。

南
部
幼
稚
園
は
、

南
部
小
学
校
へ
の
避

難
訓
練
を
、
南
部
小
学
校
は
学

校
３
階
へ
の
避
難
訓
練
を
、
南

部
中
学
校
は
、
南
部
小
学
校
と

猪
の
山
へ
の
避
難
訓
練
を
実
施

質
問

し
て
い
ま
す
。

生
徒
数
な
ど
の
内
訳
に
つ
い

て
は
、
南
部
幼
稚
園
の
園
児
数

93
名
に
対
し
て
職
員
は
７
名
、

南
部
小
学
校
の
児
童
数
374
名
に

対
し
て
職
員
が
26
名
、
南
部
中

学
校
の
生
徒
数
231
名
に
対
し
て

職
員
が
23
名
で
す
。

こ
れ
だ
け
の
生
徒
数
を
職
員

だ
け
で
は
、
な
か
な
か
逃
げ
切

る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
内
に
、
児
童

や
生
徒
な
ど
を
安
全
に
避
難
さ

せ
る
に
は
、
更
に
検
討
を
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
合
同
訓
練
や
各
学

校
へ
の
車
イ
ス
配
置
を
含
め
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

教
育
長
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ト
ン
ネ
ル
の

　
　
照
明
に
つ
い
て

ト
ン
ネ
ル
の

　
　
照
明
に
つ
い
て

中井重雄 議員

将来起こりうる
南海・東南海地震対策について

東
日
本
を
襲
っ
た

戦
後
最
悪
の
大
震
災

は
、
大
地
震
後
の
大
津
波
が
、

各
地
の
所
に
よ
っ
て
は
、
10
ｍ

を
超
す
な
ど
記
録
的
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
近
い
将
来
に
起
き

る
と
懸
念
さ
れ
る
南
海
・
東
南

海
地
震
対
策
に
つ
い
て
、
自
然

災
害
は
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で

き
な
く
て
も
、
建
物
の
耐
震
化

な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
、
被
害
を
最

小
限
度
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

質
問

町
道
沼
川
線
と
そ

の
ト
ン
ネ
ル
は
、
学

校
へ
の
通
学
路
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

以
前
に
も
ト
ン
ネ
ル
内
の
照

明
に
つ
い
て
は
、
工
事
を
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
今

で
も
非
常
に
暗
く
、
小
学

生
の
通
学
に
は
危
険
だ
と

思
い
ま
す
。

通
学
路
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
ト
ン
ネ
ル
内
の
照

明
を
、
も
っ
と
明
る
く
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

土
井
地
区
に

あ
る
高
城
の
ト

ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
漏

電
に
よ
り
片
側
11
台
、
す

べ
て
消
え
て
い
ま
す
の
で
、

修
繕
に
つ
い
て
の
準
備
中

で
す
。

な
お
、
明
る
さ
な
ど
に

つ
い
て
は
、
蛍
光
管
の
清

掃
も
一
緒
に
行
い
ま
す
の

町
長

質
問

ま
た
、
小
学
校
や
中
学
校
の

耐
震
対
策
を
し
て
も
、
津
波
が

起
き
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
と
言
う
こ
と
で
す
。

津
波
が
起
き
れ
ば
、
一
た
ま

り
も
な
い
と
言
う
こ
と
を
考
え

て
、
避
難
対
策
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
予
算
で
は
、
海
抜
表

示
板
を
設
置
す
る
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
町
全
体
で
何
箇
所
に
、

何
枚
ぐ
ら
い
設
置
す
る
の
か
。

早
急
に
設
置
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

津
波
対
策
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
、
耐
震

に
つ
き
ま
し
て
は
、

色
々
な
指
数
と
か
指

針
な
ど
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
、
国
の
ほ
う

で
は
。
ま
だ
津
波
に

対
す
る
指
針
が
あ
り

ま
せ
ん
。

平
米
当
た
り
に
何

ト
ン
の
圧
力
が
か
か

る
の
だ
と
か
、
速
度

に
比
例
し
て
圧
も
か

な
り
か
か
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
自
主
防
災
会

で
お
願
い
を
い
た
し

ま
し
た
和
歌
山
大
学

の
教
授
に
は
、
何
回

も
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
と
思
っ

町
長

て
い
ま
す
。

津
波
表
示
板
に
つ
い
て
は
、

今
考
え
て
い
る
の
は
、
100
枚
設

置
す
る
と
言
う
こ
と
と
、
表
示

板
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
検

で
、
あ
る
程
度
の
明
る
さ
に
回

復
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

今
回
の
蛍
光
灯
の
取
り
替
え

に
つ
い
て
は
。
早
急
に
行
う
予

定
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
ま

ず
、
皆
さ
ま
方
の
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
部
分
を
優
先
し
て

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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テ
レ
ビ
の
映
像
で

観
た
東
日
本
大
震
災

の
津
波
の
凄
さ
、
恐
ろ
し
さ
は

今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。そ

れ
は
、
防
災
に
対
す
る
考

え
方
を
根
本
か
ら
変
え
る
も
の

で
も
あ
り
、
津
波
に
つ
い
て
は
、

逃
げ
る
し
か
な
い
の
で
は
と
い

う
想
い
が
し
ま
す
。

そ
れ
で
、
わ
が
町
で
も
避
難

計
画
の
見
直
し
が
さ
れ
、
そ
の

見
直
し
で
避
難
先
と
な
る
の
が
、

山中邦夫 議員

ため池を避難場所に

質
問

町
内
で
は
猪
の
山
方
面
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
猪
の
山
に
は
避
難

場
所
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

み
ん
な
が
、
猪
の
山
へ
避
難

し
た
ら
、
ど
う
な
る
の
か
心
配

し
ま
す
。

そ
こ
で
、「
五
反
池
」
を
埋

め
立
て
、
避
難
場
所
に
し
て
は
。

水
利
権
の
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
ぜ
ひ
、
や
る
べ
き
だ
と
思

い
、
お
聞
き
し
た
い
。

津
波
に
つ
き
ま
し

て
は
、
避
難
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
第
一
か
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
避
難
場
所
が
猪
の

山
と
言
う
こ
と
で
重
な
る
場
合

は
、
各
地
区
と
相
談
し
て
調
整

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
五
反
池
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
域
防
災
計
画
の

中
で
、「
た
め
池
の
防
災
計
画
」

と
し
て
、
警
戒
を
要
す
る
「
た

め
池
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
水
利
権
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
い
き
な
り
埋

め
る
と
言
う
の
で
は
な
く
、
若

干
小
さ
く
し
な
が
ら
と
い
う
考

え
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
猪
の
山
に

一
時
的
な
避
難
場
所
と

し
た
場
合
、
ど
ん
な
施

設
が
必
要
か
、
仮
設
ト

イ
レ
な
ど
に
つ
い
て
も
、

同
時
に
検
討
を
加
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

五反池への進入路

全
て
を
埋

め
立
て
る
の

で
は
な
く
、
半
分
で
も

埋
め
立
て
る
と
、
相
当

広
い
避
難
場
所
が
確
保

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。取

り
あ
え
ず
、
埋
め

立
て
る
こ
と
と
、
そ
こ

へ
の
道
路
を
造
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

既
設
道
路
か
ら
50
ｍ
延
長
す

れ
ば
で
き
る
と
思
う
の
で
、
や

は
り
避
難
場
所
は
こ
こ
で
す
よ

と
、
は
っ
き
り
さ
せ
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
お

聞
き
し
た
い
。た

め
池
を
避
難
場

所
に
と
い
う
ご
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

東
吉
田
地
区
の
皆
さ
ん
の
避

難
場
所
と
し
て
、
池
を
埋
め
立

て
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
水
利
権
者
の
皆
さ
ん
と

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

町
長

五反池

7 平成 23 年 8 月　議会だより　みなべ　第 26 号



最
終
処
分
場

浸
出
水
処
理
工
事
の

事
前
説
明
会
に
つ
い
て

最
終
処
分
場

浸
出
水
処
理
工
事
の

事
前
説
明
会
に
つ
い
て

森坂義明 議員

ごみ焼却炉の稼働停止に伴う
受け入れ先などについて

現
在
、
山
内
地
区

内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
、
ご
み
焼
却
炉
の
稼
働
は
最

終
遅
く
と
も
、
平
成
26
年
の
３

月
末
日
ま
で
と
し
、
そ
の
後
は

町
独
自
で
町
内
で
場
所
を
探
し
、

建
設
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

ど
こ
か
の
自
治
体
か
事
務
組
合
、

ま
た
は
民
間
に
受
け
入
れ
先
を

求
め
て
い
く
と
言
う
当
局
の
説

明
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
１
年
６
ヶ
月
が
経
過
し
た

が
、
現
在
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

ま
で
進
展
し
て
い
る
の
か
、
お

聞
き
し
た
い
。平

成
26
年
３
月
末

日
ま
で
に
、
現
施
設

の
廃
止
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
田
辺
広
域
で
新
し
く
中

間
処
理
施
設
（
焼
却
場
）
を
建

質
問

設
す
る
の
が
平
成
32
年
で
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
変
わ
っ
て
な

く
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
の

み
な
べ
町
の
ご
み
は
、
田
辺
広

域
、
あ
る
い
は
御
坊
広
域
に
お

願
い
し
、
そ
れ
が
ダ
メ
な
場
合

は
、
民
間
業
者
に
と
い
う
こ
と

で
す
。

現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
る

田
辺
広
域
や
御
坊
広
域
の
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
パ
ッ
カ
ー
車
で

い
け
る
の
で
す
が
、
民
間
（
遠

方
）
に
な
る
と
積
み
替
え
が
必

要
に
な
る
こ
と
か
ら
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ご
み
の
受
け
入
れ

予
定
先
に
対
し
て
、

町
長
や
課
長
ら
が
直
接
行
か
れ
、

話
し
合
い
な
ど
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

最
終
停
止
日
が
、
平
成
26
年

３
月
末
日
で
す
が
。
１
日
も
早

く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ

を
決
め
て
い
た
だ
き
、
住
民
が

安
心
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

現
在
の
状
況
で
す

が
、
田
辺
広
域
は
田

辺
市
長
に
、
御
坊
広
域
の
関
係

は
御
坊
市
長
、
日
高
町
長
に
、

そ
れ
ぞ
れ
直
接
お
願
い
を
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
民
間
業
者
に
つ
い
て

は
、
副
町
長
や
担
当
課
長
が
話

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
受
け
入
れ
先
を
決

め
て
ほ
し
い
、
こ
れ
は
そ
の
と

お
り
で
、
１
日
で
も
早
く
、
皆

さ
ま
方
に
安
心
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長

町
長

「
最
終
処
分
場
浸

出
水
処
理
施
設
工
事

請
負
契
約
の
締
結
」
に
つ
い
て

は
、
先
の
定
例
会
で
承
認
済
み

で
す
が
、
計
画
・
工
事
な
ど
に

つ
い
て
の
現
場
周
辺
の
土
地
所

有
者
な
ど
へ
の
事
前
説
明
会
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る

の
か
、
お
聞
き
し
た
い
。

地
権
者
へ
の
事
前

説
明
会
と
言
う
こ
と

で
、
現
在
、
業
者
に
お
い
て
設

計
中
で
す
が
、
現
場
に
着
手
す

る
ま
で
の
間
の
７
月
頃
に
、
地

元
説
明
会
を
行
う
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

町
長

質
問

最終処分場

ごみ焼却場

質
問
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常任委員会活動報告
産業建設常任委員会では、平成22年度に実施した事業や平成23年度に実施予定事業の現

場視察と、梅の作柄状況調査を行いました。総務文教常任委員会では、橋本市立高野口学校給
食センターの視察を行いました。各常任委員会の活動内容について、一部を報告いたします。

平
成
22
年
度
に
事
業
が
完
了

し
た
千
鹿
浦
集
落
道
路
や
、
現

在
も
事
業
を
行
っ
て
い
る
町
道

埴
田
堺
線
法
面
改
修
工
事
・
東

部
配
水
池
増
改
築
工
事
・
小
倉

谷
地
区
農
免
道
路
整
備
工
事
、

平
成
23
年
度
よ
り
事
業
を
行
う

堺
川
水
門
設
置
工
事
に
つ
い
て
、

現
地
で
担
当
課
か
ら
の
説
明
を

聞
き
、
現
地
の
状
況
を
視
察
し

ま
し
た
。

各
委
員
は
、
工
事
箇
所
の
現

地
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
事
業

計
画
や
工
事
の
必
要
性
を
確
か

め
る
な
ど
充
実
し
た
内
容
の
視

察
で
も
あ
り
ま
し
た
。

県
内
で
唯
一
、
２
，
０
０
０

食
の
調
理
能
力
を
持
ち
、
ま
た

厨
房
設
備
な
ど
が
オ
ー
ル
電
化

と
な
っ
て
い
る
橋
本
市
の
高
野

口
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
、
教

育
委
員
会
と
視
察
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、
こ
の

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
高
野
口
町

内
の
１
幼
稚
園
、
３
小
学
校
、

１
中
学
校
の
計
１
，
４
０
０
食

を
調
理
し
て
い
る
説
明
と
、
調

理
の
方
法
の
取
り
組
み
を
聞
い

て
か
ら
、
施
設
内
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

衛
生
面
で
は
、
施
設
内
は
調

理
員
の
各
作
業
工
程
の
出
入
り

や
調
理
器
具
な
ど
の
衛
生
消
毒

が
徹
底
化
さ
れ
い
て
、
厨
房
で

は
調
理
作
業
の
効
率
化
を
図
る

た
め
に
、
室
内
空
調
温
度
の
管

理
や
※
フ
ル
ド
ラ
イ
方
式
が
採

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
調
理
器
具
や
使
用
し

た
皿
な
ど
の
容
器
類
は
、
シ
ス

テ
ム
洗
浄
器
や
消
毒
・
乾
燥
保

管
機
を
利
用
し
、
労
務
時
間
の

短
縮
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

調
理
面
で
は
、
調
理
員
の
労

力
作
業
負
担
に
よ
る
ケ
ガ
を
減

ら
す
た
め
に
、
最
新
電
気
機
器

（
Ｉ
Ｈ
炊
飯
器
・
Ｉ
Ｈ
釜
・
Ｉ

Ｈ
ス
チ
ー
ム
オ
ー
プ
ン
・
自
動

揚
げ
機
）
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

調
理
作
業
の
向
上
と
調
理
可
能

な
品
目
が
増
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
産
業
建
設
常
任
委
員
会今

年
の
梅
の
着
果
状
況
に
つ

い
て
、
う
め
課
の
案
内
の
も
と
、

堺
地
区
・
埴
田
地
区
・
山
内
地

区
・
上
南
部
地
区
・
高
城
地

区
・
清
川
地
区
・
岩
代
地
区
の

調
査
樹
園
地
へ
行
き
、
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
天
候
の
影
響
に
よ

る
低
温
障
害
な
ど
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
樹
園
地
も
あ
り
、

委
員
会
で
の
着
果
平
均
指
数
は

73
％
台
で
し
た
が
、
今
年
は
前

年
の
よ
う
な
被
害
も
な
い
よ
う

で
、
梅
の
木
が
行
う
自
然
生
理

落
果
が
、
平
年
と
比
較
し
て
遅

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

な
お
、
５
月
11
日
時
点
の
委

員
会
で
の
作
柄
平
均
指
数
は
90

％
台
で
し
た
。

5
月
11
日（
水
）

梅
の
作
柄
状
況
現
地
調
査

４
月
18
日（
月
）

　
　
　

町
内
現
地
視
察

４
月
28
日（
木
）

　

橋
本
市
立
高
野
口

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

※
床
が
乾
い
て
い
る
の
で
軽
装
な
作
業
服
で

作
業
が
で
き
る
。
菌
の
発
生
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
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サークル紹介

高城俳句会 埴田陶芸クラブ

みなべ町文化協会

あ
と
が
き

田
辺
方
面
か
ら
帰
路
に
向

か
う
夕
暮
れ
の
国
道
42
号
線
。

堺
漁
港
を
横
目
に
、
大
き

く
右
カ
ー
ブ
を
過
ぎ
た
と
き
、

一
瞬
、
目
に
映
る
の
が
、
二

子
の
磯
か
ら
鹿
島
に
目
津
崎

と
い
っ
た
風
景
に
、
一
本
の

水
辺
線
に
沈
み
か
け
て
い
る

夕
日
、
一
日
の
嫌
な
こ
と
を

吹
き
飛
ば
し
く
れ
そ
う
な
、

心
の
和
む
素
晴
ら
し
い
夕
暮

れ
の
一
コ
マ
。
こ
の
美
し
い

景
色
と
自
然
を
い
つ
ま
で
も
、

大
事
に
守
り
た
い
も
の
で
す

ね
。

（
森
）

◦  

発
　
足

　

平
成
６
年

◦  

現
　
在

代
表
者　

磯
崎　
　

孝
子 

指
導
者　

佐
々
木　

六
和

会
員
数  

７
名

◦  

活
　
動

毎
週
月
曜
日
に
、
磯
崎
宅
に

て
、
佐
々
木
六
和
先
生
の
ご
指

導
で
、稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

子
供
教
室
の
手
伝
い
、
文
化

祭
に
向
け
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。

年
３
回
ほ
ど
、
本
焼
き
を
し

て
い
ま
す
。

◦  

発
　
足

　

昭
和
11
年
７
月

◦  

現
　
在

代
表
者　

平　
　

房
躬

指
導
者　

坂
本　
　

元

会
員
数　

10
名

◦  

活
　
動

第
一
・
第
三
水
曜
日
午
後
７

時
30
分
か
ら
、
高
城
公
民
館
で

行
っ
て
い
ま
す
。

館
報
や
地
方
紙
に
掲
載
さ

れ
、
そ
れ
が
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◦
一
言
（
埴
田
陶
芸
ク
ラ
ブ
）

先
生
の
声
か
け
で
、
埴
田
パ

ワ
ー
ズ
の
婦
人
部
と
し
て
発
足
。

色
付
け
な
ど
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
、
焼
き
上
が
り
が
楽
し

み
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
一
言
（
高
城
俳
句
会
）

春
と
秋
に
は
、
楽
し
く
吟
行

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
方
な
ら
、
気
軽
に
誰

で
も
ご
入
会
で
き
る
の
で
、
み

ん
な
で
待
っ
て
い
ま
す
。
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